
2010 年東大文□1  

(1) 

B の座標は )sin2,cos2(  、C の座標は ))120sin(),120(cos(   とおける。 

OAを共通の底辺とすると、△OABと△OACの面積が等しいとき、 

高さが等しいから 
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 1200  より、  903030  であるから 
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(2) 

△OABと△OACの面積の和は 
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ここで、  900,
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最大になるのは 1)sin(  のときであるから、最大値は 
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このとき、  90 、   90 であるから 
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